
Information

　

本
年
３
月
15
日
か
ら
出
水
駅
を
発

着
と
し
た
熊
本
駅
・
鹿
児
島
中
央
駅

間
で
直
通
快
速
列
車
の
運
行
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
記
念
し
て
、

特
典
が
い
っ
ぱ
い
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
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文
化
功
労
者（
個
人
）

文
化
振
興

榎え
の
き　

田だ　

久ひ

さ

え
左
枝

和わ　

田だ　

ミ　

ヨ

文
化
財
保
護

長な
が　
ぞ
の　
　
　

賢
ま
さ
る

橋は
し　

口ぐ
ち　

義よ
し　

民た
み

郷
土
芸
能

久ぐ

み見
崎ざ
き

盆
踊
り
想そ
う

夫ふ

恋れ
ん

保
存
会

（
川
内
地
域
）

内う
ち　

山や
ま　

輝て
る　

男お

東
郷
文ぶ
ん

弥や

節ぶ
し

人
形
浄
瑠
璃
保
存
会

（
東
郷
地
域
）

木こ　

場ば　

ミ　

リ

さ
っ
こ
ら
踊
り
保
存
会（
里
地
域
）

橋は
し　

口ぐ
ち　

十じ
ゅ
う

一い
ち
ろ
う郎

陽よ
う
ぜ
い成
太
鼓
踊
り
保
存
会（

川
内
地
域
）

山や
ま　

本も
と　
　
　

勇
い
さ
む

 

文
化
功
労
者（
団
体
）

文
化
振
興

ま
ご
こ
ろ
文
学
の
会 

 

（
川
内
地
域
）

文
化
財
保
護薩

摩
川
内
郷
土
史
研
究
会

（
川
内
地
域
）

郷
土
芸
能

棒ぼ
う

・
鎌か
ま
お
ど踊
り
古ふ
る
さ
と里
保
存
会

（
東
郷
地
域
）

山や
ま
し
た
し
も

下
下
名み
ょ
う

楽が
く
た
い太
鼓こ

踊お
ど

り
保
存
会

（
入
来
地
域
）

　

閉
校
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
地
域

の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
た
61
年
間
の

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
学
ん
だ
こ

と
を
生
か
し
て
、
販
売
実
習
を
行
い

ま
す
。

【
時
】＝
11
月
30
日（
日
）10
時
〜
15
時

【
所
】＝
入
来
総
合
運
動
場（
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
体
育
館
）

【
内
容
】＝

▼
生
徒
販
売
実
習
＝
県
内
高
校
生
産

　

物（
ジ
ャ
ム
・
豚
み
そ
・
花
な
ど
）、

　

地
元
特
産
品
、
福
祉
施
設
生
産
物

　

な
ど

▼
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
同
窓
会
バ
ザ
ー
＝
う
ど

　

ん
、
カ
レ
ー
、
お
に
ぎ
り
、
焼
き

　

鳥
、
閉
校
記
念
ラ
ベ
ル
焼
酎
な
ど

▼
イ
ベ
ン
ト
＝
浄
國
寺
保
育
園
児
太

　

鼓
演
奏
、
鹿
児
島
実
業
高
校
マ
ー

　

チ
ン
グ
バ
ン
ド
、
ゲ
ー
ム
な
ど

【
問
合
先
】＝
入
来
商
業
高
校

０
９
９
６（
４
４
）２
０
０
５

【
文
芸
講
演
会

｢

夏
目
漱
石
の
ロ
ン
ド
ン｣

】

　

夏
目
漱
石
の｢

ロ
ン
ド
ン
日
記｣

を

読
ん
で
、
英
国
文
化
を
体
験
し
た
漱

石
が
、
明
治
の
日
本
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
い
た
か
を
考
え
ま
す
。

【
時
】＝
12
月
６
日（
土
）13
時
30
分
〜

15
時

【
所
】＝
川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館　

多

目
的
映
像
ホ
ー
ル

【
講
師
】＝
鹿
児
島
純
心
女
子
大
学　

犬い
ぬ
づ
か
た
か
あ
き

塚
孝
明
教
授

【
定
員
】＝
１
０
２
人（
先
着
順
）

【
入
館
料
】＝
無
料（
多
目
的
映
像
ホ

ー
ル
の
み
）

【｢

唱
歌
・
童
謡
の
楽
し
み｣コ

ン
サ
ー
ト
】

【
時
】＝
12
月
13
日（
土
）15
時
〜
16
時

30
分

【
所
】＝
川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館　

企

画
展
示
室

【
講
師
】＝
齊さ
い
と
う
れ
い

藤
玲
子こ

氏

【
定
員
】＝
70
人（
先
着
順
）

【
入
館
料
】＝
無
料（
企
画
展
示
室
の

み
）

【
問
合
先
】＝
川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

０
９
９
６（
２
５
）５
５
８
０

【
日
曜
わ
く
わ
く
工
作
体
験

｢

ビ
ー
玉
望
遠
鏡
を
作
ろ
う
！
」】

【
時
】＝
12
月
７
日（
日
）13
時
〜
16
時

【
所
】＝
せ
ん
だ
い
宇
宙
館

【
内
容
】＝
大
き
な
ビ
ー
玉
と
筒
を
使

っ
て
、
簡
単
で
不
思
議
な
ビ
ー
玉
望

遠
鏡
を
作
り
ま
す
。

【
定
員
】＝
25
人（
先
着
順
）

【
参
加
料
】＝
50
円（
材
料
代
）

＊
１
人
１
セ
ッ
ト
の
み
作
り
ま
す
。

【
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
in
寺
山
】

　

冬
は
空
気
が
澄
ん
で
星
が
き
れ
い

に
見
え
る
季
節
で
す
。
各
種
ゲ
ー
ム

や
工
作
も
あ
り
ま
す
。
寺
山
で
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

【
時
】＝
12
月
14
日（
日
）

▼
昼
の
部
＝
10
時
〜
16
時

▼
夜
の
部
＝
18
時
30
分
〜
21
時

＊
入
館
は
20
時
30
分
ま
で

【
所
】＝
せ
ん
だ
い
宇
宙
館
・
寺
山
い

こ
い
の
広
場

【
内
容
】＝

▼
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

＊
別
途
、
材
料
代
が
必
要

▼
各
種
ゲ
ー
ム

▼
園
児
に
よ
る
お
絵
描
き
展
示

▼
入
館
先
着
１
０
０
人
に
サ
ン
タ
さ

　

ん
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

▼
ク
リ
ス
マ
ス
ポ
ニ
ー
馬
車　

な
ど

【
入
館
料
】＝

▼
小
・
中
学
生
＝
３
０
０
円

▼
高
校
生
以
上
＝
５
０
０
円

【
問
合
先
】＝
せ
ん
だ
い
宇
宙
館

０
９
９
６（
３
１
）４
４
７
７

　

県
内
で
行
わ
れ
る
本
年
最
後
の
大

会
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
時
】＝
12
月
23
日（
火
）９
時
か
ら

【
所
】＝
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い　

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

【
内
容
】＝
県
内
の
幼
児
、
小
・
中
学

生
が
形
・
組
手
で
競
い
ま
す
。

【
問
合
先
】＝
薩
州
杯
空
手
道
練
成
大

会
実
行
委
員
会　

橋
口

０
８
０（
３
１
８
３
）７
９
５
０

催　

し

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

入
来
商
業
高
校｢

入
来
市
場｣

　

こ
の
た
び
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
、
薩
摩
川

内
市
長
と
し
て
市
政
を
担
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
長
年
に
わ
た

り
市
職
員
と
し
て
、
ま
た
副
市
長

と
し
て
、
市
政
の
一
端
を
担
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
一
市
四
町
四
村
の
合
併
で

は
、
川
薩
地
区
法
定
合
併
協
議
会

森
会
長
の
も
と
、
幹
事
長
と
し
て

そ
の
一
翼
を
担
い
ま
し
た
。

　
「
生
活
・
文
化
・
産
業
構
造
の

異
な
る
合
併
」で
あ
り
ま
し
た
が
、

共
に
英
知
を
結
集
し
、
新
生
薩
摩

川
内
市
誕
生
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
の
貴
重
な
経
験
を
生

か
し
、
ふ
る
さ
と
薩
摩
川
内
の
躍

進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
を
取
り
巻
く
情
勢

は
地
方
分
権
の
推
進
、
少
子
・
高

齢
化
お
よ
び
高
度
情
報
化
社
会
の

進
展
な
ど
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
変
化

に
適
時
対
応
す
る
た
め
に
、
市
民

の
皆
さ
ま
へ
の
情
報
発
信
お
よ
び

健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
豊
か
な
自
然
、

歴
史
と
文
化
な
ど
の
恵
ま
れ
た
観

　

に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
質
の
高
い

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す

誰
も
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

○
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
地
域
医
療
・

　

福
祉
・
子
育
て
支
援
を
拡
充
し

　

ま
す

○
安
全
・
安
心
の
市
民
生
活
を
確

　

保
す
る
と
と
も
に
、
快
適
な
生

　

活
環
境
を
充
実
し
ま
す

活
力
と
豊
か
さ
を
感
じ
る

ま
ち
づ
く
り

○
活
力
の
あ
る
都
市
力
を
創
造
し

　

ま
す

○
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
地
域
力
を

　

創
出
す
る
と
と
も
に
、
集
落
再

　

生
活
動
を
支
援
し
ま
す　
　

　

最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
期

待
と
信
頼
に
応
え
る
べ
く
全
身
全

霊
を
懸
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
し
て
就
任
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

光
資
源
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

は
ぐ
く
ま
れ
た
農
・
畜
・
水
産
物

を
活
用
し
、
観
光
振
興
や
流
通
拡

大
な
ど
に
取
り
組
み
、
地
域
浮
揚

お
よ
び
地
域
格
差
の
解
消
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
地
域
力
を
創
出
す
る

た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
、
市
民

の
皆
さ
ま
が
主
役
と
な
り
、
活
力

と
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
川
内
原
子
力
発
電
所
３

号
機
お
よ
び
公
共
関
与
に
よ
る
産

業
廃
棄
物
管
理
型
最
終
処
分
場
の

建
設
な
ど
、
本
市
の
将
来
を
大
き

く
左
右
す
る
課
題
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
議
会
や
市
民
の
皆
さ
ま
の

声
を
聴
き
な
が
ら
的
確
な
決
断
を

い
た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
私
は
、
次
の
三
つ
の
基

本
政
策
と
六
つ
の
重
点
項
目
を
掲

げ
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

○
市
民
と
の
協
働
改
革
を
進
め
る

　

と
と
も
に
、
市
民
広
聴
の
拡
充

　

に
取
り
組
み
ま
す

○
信
頼
あ
る
市
役
所
で
あ
る
た
め

11
月
７
日（
金
）、
岩
切
薩
摩
川
内
市
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
新
市
長
の
市
政
に
対
す
る
抱
負
を
紹
介
し
ま
す
。

＊先着 1,000 人

一
、
協
働
・
参
画

一
、
活
力

一
、
安
心
・
快
適

み
ん
な
の

　

ふ
る
さ
と

　
　

躍
動
薩
摩
川
内

岩
切 

秀
雄

薩
摩
川
内
市
長

【問合先】＝同鉄道沿線活性化
協議会事務局（熊本県交通対策
総室内） 096（333）2167

熊本市電乗車券（150円券）
プレゼント！

期間：12月 31 日（水）まで
日奈久温泉駅以南のおれんじ鉄
道の駅から熊本市方面へ直通列
車にご乗車の方に

【問合先】＝同鉄道利用促進協議会事務局（鹿児島県交通政策
課内） 099（286）2457

すてきな特典をご用意しています。

期間：平成 21年３月 31日（火）まで
＊一部の店舗・施設は、期間が短い場合があります。

おれんじ鉄道沿線のキャンペーンに参加しているお店・施設
（78 店舗）で、下記の①～④のいずれかを提示された方に

①同鉄道｢友の会会員証｣ ②JR･同鉄道｢トコトコ切符｣

③同鉄道｢1 日フリー乗車券｣ ④同鉄道｢定期券｣

平
成
20
年
度
薩
摩
川
内
市

文
化
功
労
者
等
表
彰

薩
摩
川
内
市
民

ま
ち
づ
く
り
公
社
か
ら
の

お
知
ら
せ

薩
州
杯
空
手
道
錬
成
大
会


